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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第88期

第１四半期累計期間
第89期

第１四半期累計期間
第88期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

完成工事高 (千円) 3,168,261 4,238,252 20,826,859

経常利益又は経常損失(△) (千円) △71,990 44,977 799,708

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △50,421 22,184 499,125

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,581,000 1,581,000 1,581,000

発行済株式総数 (株) 12,000,000 12,000,000 12,000,000

純資産額 (千円) 4,044,730 4,625,202 4,649,253

総資産額 (千円) 11,853,141 13,728,823 15,256,417

１株当たり四半期
(当期)純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) △4.21 1.85 41.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 5.00

自己資本比率 (％) 34.1 33.7 30.5
 

(注) １　完成工事高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載しておりません。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成していないので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融政策により企業業績や雇用情勢が改

善し、国内景気は引き続き緩やかな回復基調となりました。

このような状況のなかで、当社は、受注の拡大、工事原価管理・工事品質管理の継続強化等の諸施策により、業

績の向上を目指して事業活動を展開してまいりました。

その結果、当第１四半期累計期間の経営成績は、一般ビル工事の増加により、受注高は87億61百万円（前年同期

比25.6％増）、完成工事高は42億38百万円（前年同期比33.8％増）となりました。損益面では、完成工事高増加お

よび利益率改善により、営業利益42百万円（前年同期は営業損失70百万円）、経常利益44百万円（前年同期は経常

損失71百万円）、四半期純利益22百万円（前年同期は四半期純損失50百万円）となりました。

 

各セグメントの業績は次のとおりであります。

〔東部〕

東部の業績につきましては、一般ビル工事が好調であったため、完成工事高は12億68百万円（前年同期比57.7％

増）となり、セグメント利益は18百万円（前年同期はセグメント損失25百万円）となりました。

〔中部〕

中部の業績につきましては、一般ビル工事が好調であったため、完成工事高は17億28百万円（前年同期比53.1％

増）となり、セグメント利益は33百万円（前年同期比113.5％増）となりました。

〔西部〕

西部の業績につきましては、産業施設工事、電気工事は低調でしたが、一般ビル工事が好調であったため、完成

工事高は12億41百万円（前年同期比0.5％増）となり、セグメント利益は利益率改善により１億66百万円（前年同

期比98.1％増）となりました。

 

　(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間の資産合計は、前事業年度末に比べ15億27百万円減少し、137億28百万円となりまし

た。主な減少理由は、完成工事未収入金が減少したことによるものであります。

負債合計は、前事業年度末に比べ15億３百万円減少し、91億３百万円となりました。主な減少理由は、工事未

払金が減少したことによるものであります。

純資産合計は、前事業年度末に比べ24百万円減少し、46億25百万円となりました。主な減少理由は、配当金の

支払によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新たに生じ

た課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は２百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,000,000

計 35,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)

(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,000,000 12,000,000
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であります。

計 12,000,000 12,000,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

― 12,000,000 ― 1,581,000 ― 395,250
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　33,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,920,000
11,920 ―

単元未満株式 普通株式 47,000 ― ―

発行済株式総数 12,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 11,920 ―
 

(注) 1　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。

2　「単元未満株式」欄の株式数には、当社所有の自己株式300株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

   平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
川崎設備工業株式会社

名古屋市中区錦２－１８－５ 33,000 ― 33,000 0.28

計 ― 33,000 ― 33,000 0.28
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）

に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成27年４月１日から平成27年

６月30日まで)および第１四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金およびキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団

の財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準および利益剰余金基準による割合は、次のとおりであります。

    資産基準　　　 　　0.01％

    売上高基準　　 　　　－％

    利益基準　　　　 △0.15％

    利益剰余金基準　 △1.58％

  ※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 959,899 1,721,710

  受取手形 1,393,500 1,517,186

  電子記録債権 3,091,389 2,436,161

  完成工事未収入金 5,829,356 3,712,847

  未成工事支出金 345,151 564,028

  その他 259,181 245,771

  貸倒引当金 △110,600 △82,200

  流動資産合計 11,767,879 10,115,506

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,207,000 1,190,845

   土地 1,715,943 1,715,943

   その他（純額） 78,187 201,926

   有形固定資産合計 3,001,131 3,108,715

  無形固定資産 89,674 90,986

  投資その他の資産   

   その他 523,531 535,403

   貸倒引当金 △125,799 △121,788

   投資その他の資産合計 397,732 413,615

  固定資産合計 3,488,538 3,613,317

 資産合計 15,256,417 13,728,823
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 2,169,189 2,190,818

  電子記録債務 1,659,870 1,800,104

  工事未払金 3,511,685 1,902,816

  短期借入金 300,000 -

  1年内返済予定の長期借入金 700,000 700,000

  未払法人税等 279,051 52,741

  未成工事受入金 267,341 803,044

  賞与引当金 204,080 100,061

  役員賞与引当金 13,858 -

  完成工事補償引当金 24,442 25,938

  工事損失引当金 37,478 61,025

  その他 497,077 519,145

  流動負債合計 9,664,074 8,155,697

 固定負債   

  退職給付引当金 839,194 835,694

  環境対策引当金 1,390 1,390

  その他 102,504 110,838

  固定負債合計 943,090 947,923

 負債合計 10,607,164 9,103,620

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,581,000 1,581,000

  資本剰余金 395,250 395,250

  利益剰余金 2,574,831 2,537,180

  自己株式 △6,791 △6,896

  株主資本合計 4,544,290 4,506,534

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 104,962 118,667

  評価・換算差額等合計 104,962 118,667

 純資産合計 4,649,253 4,625,202

負債純資産合計 15,256,417 13,728,823
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年６月30日)

完成工事高 3,168,261 4,238,252

完成工事原価 2,943,533 3,871,719

完成工事総利益 224,727 366,532

販売費及び一般管理費 295,149 323,680

営業利益又は営業損失（△） △70,422 42,852

営業外収益   

 受取配当金 2,618 3,279

 不動産賃貸料 7,926 10,866

 その他 932 250

 営業外収益合計 11,478 14,396

営業外費用   

 支払利息 2,488 2,614

 投資有価証券評価損 2,799 -

 不動産賃貸費用 3,881 7,751

 その他 3,877 1,905

 営業外費用合計 13,047 12,271

経常利益又は経常損失（△） △71,990 44,977

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △71,990 44,977

法人税等 △21,569 22,792

四半期純利益又は四半期純損失（△） △50,421 22,184
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産にかかる償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 

 
前第１四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

減価償却費 27,092千円 30,660千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 59,839 5.0 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 59,835 5.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

川崎設備工業株式会社(E00271)

四半期報告書

10/14



 

(金融商品関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

 

(有価証券関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。　

 

(持分法損益等)

関連会社がないため該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　 前第１四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注1)

四半期
損益計算書
計上額
(注2)東部 中部 西部 小計

完 成 工 事 高 804,431 1,128,858 1,234,970 3,168,261 ― 3,168,261

セグメント利益
又は損失(△)

△25,282 15,858 84,241 74,817 △145,239 △70,422

 

(注)1.セグメント利益又は損失(△)の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用(一般管理費)であ

ります。

2.セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

　 当第１四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注1)

四半期
損益計算書
計上額
(注2)東部 中部 西部 小計

完 成 工 事 高 1,268,449 1,728,400 1,241,402 4,238,252 ― 4,238,252

セグメント利益 18,224 33,857 166,918 219,000 △176,148 42,852

 

(注)1.セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用(一般管理費)であります。

2.セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）

△４円21銭 １円85銭

 (算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△） △50,421千円 　22,184千円

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）

△50,421千円 22,184千円

普通株式の期中平均株式数 11,967,883株 11,966,833株
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

川崎設備工業株式会社(E00271)

四半期報告書

12/14



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２７年８月７日

川崎設備工業株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   田　　中　　基　　博   印
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   葛　　西   秀　　彦   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川崎設備工業株

式会社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの第８９期事業年度の第１四半期会計期間（平成２７年４

月１日から平成２７年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年６月３０日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、川崎設備工業株式会社の平成２７年６月３０日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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